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授 業 公 開 週 間 実 施 報 告

� 研　修　部

Ⅰ　趣　旨　　お互いに授業を参観し合うことにより、指導力向上と授業改善を図るとともに、生

徒理解に役立てる。

Ⅱ　テーマ　　学びの意欲を喚起するための授業改善

　　　　　　　　　～主体的・対話的で深い学びの実現に向けて～

Ⅲ　期　間　　１回目　６月12日（月）～23日（金）

　　　　　　　２回目　11月13日（月）～24日（金）

Ⅳ　授業するに当たっての留意点

　　　　　　　①「本時の目標」をきちんと示し、確認する。

　　　　　　　②生徒が主体的に取り組む学習活動の場面や時間を設定する。

Ⅴ　実施方法

　期間中、各教科代表者１名（今年度研修対象者は除く）が、アピール授業を行う。なお、商

業科に関してはコースごとの代表者１名以上がアピール授業を行う。

　その際、最低１回は科会を開き、科全体で授業研究し、組織としてその授業に関わる。指導

案作成は特に求めないが、作成した場合は、参観者に配付する。

　アピール授業は、時間割変更黒板の時間割に赤の蛍光ペンでマークをする。

　期間中、全職員が自教科１時間以上、他教科１時間以上、計２時間以上（家庭科・芸術科は

　他教科２時間以上）の授業を参観する。

　フリー参観形式。１時間内に複数の授業を参観してもよい。ただし、授業時間の半分（25分）

は参観する。

　　※参観する際のポイントは参観シートに記載

　参観時には『参観シート』（時間割変更黒板の下に準備）を持参し（１授業につき１枚）、記

入して『参観シート提出袋』（教頭席前）に提出する。

　　※研修部でマークシートを読み取った後、授業者へ渡す。

　授業変更等がある場

①期間中、出張・年次の場合は、できるだけ授業変更をする。事前にわかる場合は、研修部担

当者まで知らせる。

②時間割変更黒板の時間割に黒で変更後のクラス・実施場所などを書き込む。事前に知らせて

もらったものに関しては、時間割に反映させる。

③やむを得ず自習にする場合は、時間割に黒で「自習」と書き込む。
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Ⅵ　実施状況－アンケート結果から

「第１回 授業公開週間」アンケート等集計結果（7／24）

　回答数　46人／49人（94％）　　　　　授業参観者数　49人／49人（100％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自教科　45人／49人（ 92％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他教科　46人／49人（ 94％）

◎参観シート集計結果

１　担当教科は何ですか？

国語（５人）　地歴・公民（３人）　数学（４人）　理科（３人）　保体（５人）

芸術（１人）　英語（６人）　　　　家庭（１人）　商業（18人）

２　いくつの授業を参観しましたか？

授業数 自教科 他教科

１ 　40人 　34人

２ 　 5人 　 8人

３ 　 3人

４

５以上

参観していない 　 1人

計 　45人 　46人

３　他教科では何の教科を参観しましたか？　（複数回答あり）

国語（３人）　地歴・公民（13人）　数学（９人）　理科（４人）　保体（２人）

芸術（０人）　英語（９人）　　　　家庭（９人）　商業（９人）

４　１）組織として取り組むことができましたか？

・教科全体で取り組んだ　　　　　　　　（21人）

・同一科目担当者とともに取り組んだ　　（18人）

・取り組んでいない（取り組めなかった）  （ 5人）

参観日 人数

６月12日（月） 5

　　13日（火） 9

　　14日（水） 5

　　15日（木） 10

　　16日（金） 8

　　19日（月） 12

　　20日（火） 17

　　21日（水） 3

　　22日（木） 21

　　23日（金） 5

参観校時 人数

１校時 7

２校時 12

３校時 20

４校時 20

５校時 24

６校時 12

参観教科 人数

国語 9

数学 10

英語 13

地歴公民 14

理科 7

商業 24

保体 7

家庭 10

芸術 1

「参観していない」と答えた方はその理由

を記入してください。
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２）１）で「取り組んでいない」と答えた方に　→　理由を記入してください。

・よくわかりません。

・開催していない。

・時間がなかった。

・時間がなかなかとれない。

・一人なのでできませんでしたが、アピール授業に多数の先生が来てくださり、

ご意見をもらえてよかったです。

５　１）教科主任の先生はお答えください。教科内で科会を開きましたか？

・はい　　　　　　　　　（７人）

・いいえ　　　　　　　　（２人）

２）１）で「いいえ」と答えた方に　→　理由を記入してください。

・一人なのでできませんでしたが、非常勤の先生と情報交換する際に指導案を見て

もらいました。

６　実施時期及び期間に関する意見ついて、あてはまるものを選んでください。

【実施時期について】

　・今のままでよい　（42人）

　・変えた方がよい　（ 2人）

　（いつ頃） ・月曜日スタートにこだわらなくても良いと思う。（「公開期間」にしても良いと

　　　　　　　思う。）

　　　　　　・年１回でもいいのでは。

【実施期間について】

　・今のままでよい　　　（41人）

　・もっと短い方がよい　（ 1人）（１週間～10日位）

　・もっと長い方がよい　（ 1人）（21日位）

７　自分の授業に取り入れてみたいと思った授業内容を記入してください。

・自教科なので、効果的な話し合い活動とはどんなものがあるか考えたいと思っている。

・ビジネス情報で行っていたアクティブラーニングの方法。

・コミ英Ⅱの音読練習のやり方。

・今回は特にありません。

・実物商品を見せての授業。

・全員を起立させての一斉音読です。

・プリント学習。

・教科書以外の教材を活用した授業。

・板書をパソコンで作成し、スクリーンに映すという効率の良さを参考にしたい。

・板書の一部としてＩＣＴを取り入れているひなこ先生のような授業。
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・付箋紙を使用し、意見を集約する方法（国語）。

・商業の授業は国語の授業と内容がかなり異なるので、取り入れるのはなかなか難しいですが、

板書が美しく、見やすかったので、取り入れるというよりは改善したいと思います。

・ＩＣＴの活用、言語学習。

・グループに与えた課題を交換し、自グループの内容と比較する。

・グループ内で互いに説明する場面づくり。

・体育の授業で、倒立前転ができる人、できない人に分けて指導していました。技術面の指導

という意味で、自分の授業（家庭）にも取り入れたいです。

・ＩＣＴの活用。

・教具の利用。（2）

・ビジネス情報（佐々木一秀先生）のアドバイスシート。

・生徒の興味を引きつけるための、教材を工夫することや、考えさせる工夫（個人、グループ）

をすること！！

・グループでの話し合いが活発になる発問をしたい。

・体育マット運動。

・生徒が生き生きと話し合い活動しているのを参観し、ぜひ取り入れてみようと思った。

・パソコンをうまく使った授業。

・できないけど、スクリーンにいろいろ映す授業をしてみたい。

・パワーポイントを使った授業。

８　今後、自分の授業で改善したいと思っていることがありましたら、記入してください。

・グループ学習の際の課題提示の方法。

・グループ活動のやり方で、活動だけにならないようにしたい。

・指導主事に文句をつけられない授業とはどんな授業なのか。

・ＩＣＴの活用。

・もう少しアクティブを出したいが、「耐える」授業は大事と思う。

・生徒が考えて発言する場を授業の中で多く取り入れたい。

・生徒相互のコミュニケーション活動を増やしたい。
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「第２回 授業公開週間」アンケート等集計結果（１／24）

　回答数　49人／49人（100％）　　　　　授業参観者数　49人／49人（100％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 自教科　45人／49人（ 92％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　他教科　47人／49人（ 96％）

◎参観シート集計結果

１　担当教科は何ですか？

国語（５人）　地歴・公民（３人）　数学（４人）　理科（３人）

保体（５人）　芸術（１人）　　　　英語（６人）　家庭（１人）

商業（21人）

２　いくつの授業を参観しましたか？　あてはまる欄に○をお願いします。

授業数 自教科 他教科

１ 40 36

２  3  9

３  2  2

４  0  0

５以上  0  0

参観者合計 45 47

参観していない  3  1

未記入  1  1

３　他教科では何の教科を参観しましたか？

国語（３人）　地歴・公民（17人）　数学（12人）　理科（３人）

保体（４人）　芸術（０人）　　　　英語（９人）　家庭（４人）

商業（６人）

４　１）組織として取り組むことができましたか？

・教科全体で取り組んだ　17人

・同一科目担当者とともに取り組んだ　14人

・取り組んでいない（取り組めなかった）　18人

参観日 人数

11月13日（月） 1

11月14日（火） 12

11月15日（水） 2

11月16日（木） 2

11月17日（金） 1

11月20日（月） 5

11月21日（火） 27

11月22日（水） 25

11月24日（金） 28

参観校時 人数

１校時 25

２校時 12

３校時 29

４校時 11

５校時 14

６校時 12

参観教科 人数

国語 8

数学 16

英語 17

地歴公民 21

理科 6

商業 27

保体 6

家庭 2

芸術 0

「参観していない」と答えた方はその理由

を記入してください。

・初任者や教育実習生の授業を見たり、他

教科のを優先してみたり、出張だった

り、自分の授業があったりで、自教科ま

で手が回らなかった。

・タイミングを逃しました。
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２）１）で「取り組んでいない」と答えた方に　→　理由を記入してください。

・２日目に急遽アピール授業ということになり、話し合いの時間が持てなかった。

・取り組む余裕がなかったため。（時間的に）

・科会を開く時間がとれなかった。

・各部が大会等で忙しかったのと選択種目で分かれていたため。

・せめてみんなで参観する等があっても良いと思う。

・教科で１人なので取り組めませんでしたが、他教科の先生に参観してもらえて

良かった。

・同一科目を持つ人がいないので組織で取り組めませんでした。

・テスト前で範囲が終わっていなかったため、余裕がなかった。

・話し合う機会をとれなかった。

・時間がない。（出張が多かったため）

・今回のアピール授業は担当している科目ではなかったため、自身は話し合いに

参加していない。

５　１）教科主任の先生はお答えください。教科内で科会を開きましたか？

・はい　　３人　　　・いいえ　　６人

２）１）で「いいえ」と答えた方に　→　理由を記入してください。

・時間がとれなかった。

・開催する時間的余裕がなかったが、個々には意見を聞き合った。

・あわただしかったので、口頭で情報交換をしてすませた。

・教科で１人なのでできませんでしたが、アピール授業の指導案を非常勤の先生に

見てもらったりしている。

・まず人数が揃わない。教育実習生の指導や検定の補習もあり、放課後の時間がと

れない。

６　実施時期及び期間に関する意見ついて、あてはまるものを選んでください。

【実施時期について】

　・今のままでよい　　　42人

　・変えた方がよい　　　 6人

　（いつ頃：検定試験対策と重ならない時期、特割でない時、教育実習とはかぶらない方がい

　　いと感じた。）

　・未記入　　　　　　　 1人

【実施期間について】

　・今のままでよい　　　37人

　・もっと短い方がよい　 1人（10日位）

　・もっと長い方がよい　 4人（15日位（３週）、11/13～30、30日）

　・未記入　　　　　　　 7人
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７　自分の授業に取り入れてみたいと思った授業内容を記入してください。

・ＰＰでの授業進行。

・黒板にプリントを貼り、ふせんで隠して、効果的に教材を提示したい。

・簡易ホワイトボードを１人１枚使いメモ用紙代わりに使っていた。

　グループ学習の際に活用することができそう。

・コミュニケーション英語でやっていた、言葉からイラストをイメージさせる授業。

・野呂先生の大らかさ。泉先生の話術。板書。２人のベテランらしさ。雰囲気。

・生徒とのやり取りを発問に組み入れる。

・特になし。（２）

・ゲームのような活動を取り入れる工夫。

・プリントの活用。

・最後の到達点を明確にする（菅生先生の授業）。

・音読のさせ方。

・パソコン・プロジェクターを活用したもの。

・プロジェクターで視覚に訴える授業。（２）

・授業のルール作り（１年間を通した）。

・今先生の班学習。解説をしながらの発問に対し、生徒の応答がとてもスムーズで、ぜひ、手

法を学びたい。

・グループ学習（今年は、やれそうな授業が無いので）。

・教材提示装置の活用。

・理科の実験結果。

・国語表現。調べ学習→発表。

・プレゼンのソフトを使った説明。

・世界史の授業で、教材が工夫されていた。また、先生がとてもパワフルだった。

・パワーポイントの利用や、動画での資料提示！！

・明るく前向きに取り組むような授業（体育）を目指します。

・作業をさせて考えさせる題材の研究。

・スライド投影、グループでの話し合い。

・ＩＣＴの活用。

・答えだけでなく、そこにたどりつくまでの過程もしっかり発表させる。

・パワーポイントの提示方法。

・関数のグラフが対称であることを、プリントを折って実感させること。教科が異なるのでそ

のままは不可能だが、自分の意見や答えが合っているかを体験できる活動を行いたい。

・課題、あるいは資料を黒板なり、スクリーンなりに映し出した状態で、黒板を使いながら授

業を進める形態。

・グループ学習や話し合いの時間を設定し、生徒の意欲を引き出す授業を取り入れていきたい。

・プリントに写真を入れて、わかりやすくする。拡大コピーでポスターにして、表を黒板に貼る。

・数学の授業で行われたグループ活動。
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８　今後、自分の授業で改善したいと思っていることがありましたら、記入してください。

・スムーズな授業進行。

・生徒の反応を大事にしたい。

・生徒が集中して聞いてくれるような教材研究を心がけたい。

・板書の工夫。

・ペアワーク、グループワークで、もっと全員が参加できる工夫がしたい。

・Ｔ２としての役割。

・話術を改善していきたい。

・もっとＩＣＴを活用したい。（２）

・板書をきれいにしたい。

・ありすぎますが、とりあえず生徒が眠くならないようにしたいです。

・一方的な授業からの脱却。

・生徒の身になった（立場に立った）教え方の工夫。

・わかりやすさと楽しさの両立。

・ｓｐｅａｋｉｎｇ・ｗｒｉｔｉｎｇの活動をもう少し増やしていきたい。

・１時間に１つは、生徒同士で話し合わせる場面を設け、自発的な気付きのある授業にしたい。

・検定を追うより、もっと興味、関心を高める授業。

・生徒が自ら課題を設定し、問題解決に取り組む授業。

・より体験的で、生徒を動かすこと。

・理解を深める発問をもう少し多く取り入れたい。

・特になし。

・もっと生徒が「生き生き」するようにしたい。

・パワーポイントの利用や、動画での資料提示！

・頑張ります。

・ふりかえりを行うためのプリント作成。

・既習事項や、授業で扱ったキーワードなどを使って、発表するような活動。１年生から継続

して行いたい。

・生徒の授業に向かう姿勢（意欲）。

・１つのやり方にこだわらず、いいと思ったこと、面白いと思ったことを取り入れていきたい。

・生徒が発表、発言する場面を多くし、一方的な授業ではなく、生徒とともに授業を行う雰囲

気を作れるよう改善していきたい。

・やはり、講義調からどうしてもぬけ出せない。対話式を入れたい。ねる子が出る。

・生徒間のグループ活動を取り入れたい。本時のふりかえり。

Ⅶ　おわりに―

　授業公開週間も今年で６年目となり、授業改善につながる取り組みとして定着した感がある。い

ずれは研究授業週間へと発展させられたら、と始めたが、アピール授業制の導入により、かなりそ

れに近い形に落ち着いたのではないか。この先も長く続けていきたい活動であるが、マンネリ化し

ないよう、より実効性のあるものへと変化させていくことは必要であろう。
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第２回授業公開週間11/13（月）～24（金）　授業紹介

14日１校時　２Ｂ科学と人間　千田　義人

14日１校時　３ＣＤ体育　横山・菊地・山本

〈授業内容〉スナック菓子の油脂量を調べる

〈授業内容〉球技選択（ネット型）

〈参観者の感想紹介〉
・お菓子をすりつぶしたり、エタノールを加え

たり、濾過したり、生徒の生き生きした活動
が見られ、見ているこちらも楽しくなりまし
た。

・ねらいが明確でわかりやすかった。比較分析
ができる実験であったので、わかりやすかっ
た。実験中に危険がないように周囲をよく観
察していた。

・２枚黒板を生かし、生徒には本時の課題を考
えさせ、その後に本時の目標を提示する方法
が良かった。

〈参観者の感想紹介〉

・時間を区切って、指示、趣旨説明、練習を繰

り返す、規律ある授業であった。

・バトミントンのラケットを取り合う運動は、

コミュニケーション能力や他者への思いやり

の要素も必要で、そういうものを養成する上

で有意義だと思いました。

・自分たちで考え、楽しく取り組んでいる授業

は、アクティブラーニングそのものでした。
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14日６校時　１Ｅ国語総合（古典）　戸澤　恵

15日２校時　１Ｅ現代社会　今　聡

〈授業内容〉唐詩を味わう「峨眉山月歌」

〈授業内容〉市場のしくみ

〈参観者の感想紹介〉

・ねらいが明確で、それに沿ったわかりやすい

授業でした。板書も見やすかったですし、補

助教材も適度な内容で使いこなせていたと思

います。ご自身の体験や身振り手振りを交え

ながらの説明が良かったと思います。

・「各自声に出して読んで」の指示にさっそく

声が聞こえてきてすばらしいと思いました。

〈参観者の感想紹介〉

・説明、説明中の発問、生徒のスムーズな応答、

発表、板書による確認と、授業への取り組み

が生徒によく身についており、進むに従って

生徒がどんどん集中し、学習内容に引き込ま

れていく様子がわかりました。

・生徒が混乱しかけた時、良いタイミングで先

生がヒントを出し、生徒の思考がきちんと整

理されていたと思いました。
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21日１校時　３Ａ数Ⅱ　野呂耕一郎

22日３校時 ２ＥＦプログラミング 佐々木･菅原･佐藤大･高橋

〈授業内容〉円の接線

〈授業内容〉流れ図、プログラムの作成

〈参観者の感想紹介〉

・プロジェクタを活用することで、図の移動が

視覚的にわかりやすかった。グループを作る

ことで、協同的な学習になっていた。

・小テストも実施しており、応用問題も大変理

解しやすかったと思います。

・グループになりっぱなしではなく、まとめの

段階で前を向かせて黒板に集中させることも

大事なことだと改めて気づかされました。

〈参観者の感想紹介〉

・教材提示装置にホワイトボードをのせ、セン

ターモニターに映す方法はなかなかだと思っ

た。ホワイトボードを複数準備し、消さない

で残しておけば本時の振り返りに使えると思

った。

・説明と実技の区切りが良かった。

・プリント課題から各自の実習に進み、それを

グループで共有し、一つの答えとしてまとめ

るという、授業の流れが良かった。
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24日６校時 ３ＡＢＣＤＥＦフードデザイン 佐々木ひな子 〈授業内容〉調理実習：ミネストローネ

〈参観者の感想紹介〉

・シンプルなメニューですが、班によって個性

が出ていたのがおもしろかったです。座学と

は違う面が見えて良かったです。どの班も共

同作業を上手に行っていました。

・１時間の中で、調理して食べて片付けること

は時間的に大変なことだと思いますが、見事

にできていました。これまでの学習や実習の

積み重ねが感じられました。
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ビジネス実践　ＡＫＩＳＨＯＰ

ビジネス実践『ＡＫＩＳＨＯＰ』

� 商業科　櫻　庭　咲　子

１．はじめに

　本校では平成

14年度から総合

的な学習の時間

を活用し、全校

生徒が「ビジネ

ス実践学習」を

行っている。「ビ

ジネス実践」は

学校全体を模擬

会社に見立て商

品開発や販売、

地域貢献活動な

ど行いながらビジネスを体験的に学ぶ活動であ

る。この活動の目的は、社会人基礎力を身に付

けることであり、社会人基礎力は①前に踏み出

す力②考え抜く力③チームで働く力の３つの力

と定義している。

　また、①自分と仲間がつながる②自分達と学

校外（小学校・企業）の人達がつながる③自分

達と自然がつながるといった「つながり」を大

切に活動している。

２．今年度の取り組み

ＡＫＩＳＨＯＰの活動を広くＰＲする

　今年度は全国産業教育フェアの一環として行

われるため、例年よりも広報活動に力を入れ

た。特に、秋田市広報広聴課に依頼して「きら

きら秋田市から」で活動ＰＲを行ったり、秋田

朝日放送の「サタナビっ !!」の生中継で開発

商品のＰＲを行ったりした。また、広報班が

「ＡＫＩＳＨＯＰ　ＪＯＵＲＮＡＬ」というフ

リーペーパーを作成して、ＡＫＩＳＨＯＰ当日

にお客様に配布し、各班の活動内容をアピール

した。

　さらに、地元企業が行っている「サンワ市」

やＪＡ秋田みなみが主催する「営農ふれあいフ

ェア」、秋田市通町で行われた「草市」等にも

積極的に参加し、活動を広く秋田県内外の人に

ＰＲするとともに、開発商品の販売を行い、

様々な地域の方に商品を購入してもらうことが

できた。

イベントを企画し、ＣＭを作成する

　今年度はイベント班を５つとＣＭ班を設け、

集客を目的としたイベントの企画やＡＫＩＳＨ

ＯＰの活動をＰＲするＣＭの作成を行った。

　イベント班ではステージイベントの他に竿燈

やよさこいの披露、餅つきを行うとともに、全

国からゆるキャラを集めて、多くのお客様に楽

1 はじめに

2 今年度の取り組み
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しんでもらうことができた。また、ＣＭ班では

ＣＭを６本作成し、ＡＫＩＳＨＯＰの数日前か

らエリアなかいちの大型液晶画面で放映し、地

域の方に活動をアピールした。

開発商品を増やす

　今年度は全国

産業教育フェア

秋田大会の一環

で 行 わ れ た た

め、多くのお客

様が来場するこ

と が 予 想 さ れ

た。また、例年

売れ行きが好調

な班や製造個数

に制限がある商

品を取り扱って

いる班は、昼頃には商品が完売し、店じまいし

てしまう。そのため、ＡＫＩＳＨＯＰを訪れた

お客様からは「せっかく来たのに、もう商品が

ないの？」「せっかく来たのに、残念」などの

声があった。

　今年度は例年よりも来場者が増え、品切れを

起こす班が多く出ることが予想されたため、開

発課の班数を増やすとともに、商品開発に協力

していただける地元企業の新規開拓を行い、開

発商品の種類や個数を増やすことに成功した。

また、41種類１万２千個の商品は２日間でほぼ

完売し、生徒たちは達成感を味わうことができ

た。

３．今年度を振り返って

　今年度のＡＫＩＳＨＯＰは全国産業教育フェ

ア秋田大会の一環として行われ、当日はアゴラ

広場やにぎわい広場などの屋外にテントを張っ

て商品販売やイベントを行う班が多く、天候が

心配されていた。１日目は曇り、２日目は昼頃

から雨となったが、事前の広報活動の成果もあ

り、多くのお客様に来場していただくことがで

きた。お客様からは「秋田商業の生徒の考えた

商品を毎年楽しみにしているよ」「来年も必ず

買いに来るよ」と声をかけていただき、生徒た

ちは達成感を味わうことができたようである。

　また、ＡＫＩＳＨＯＰを継続できているのは

この活動を理解し、ご協力いただける企業が多

いからである。そのため、来年度もこれまでの

活動を継続するとともに、今年度の反省点を改

善して、さらに良いものにしていきたいと考え

ている。さらに、ＡＫＩＳＨＯＰの活動を通し

て、生徒が将来就職した際にそれぞれの会社で

即戦力として活躍できるように、社会人基礎力

を確実に身につけさせたいと考えている。

3 今年度を振り返って
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ビジネス実践　キッズビジネスタウン

平成29年度キッズビジネスタウンの取り組み

� 商業科　石　田　雄　哉

　今年度はキッズビジネスタウンがスタートし

て10年目であった。また、全国産業教育フェア

秋田大会が開催され、その一部として秋田県生

涯学習センターで実施された。今年度の活動を

振り返り、10年目の節目として、これまでの活

動についてまとめたい。

１．キッズビジネスタウンの目的

　キッズビジネスタウンとは、小学生以下の子

ども達が市民となり、「みなで働き、学び、遊

ぶことで、ともに協力しながら街を運営し、社

会の仕組みを学ぶ」教育プログラムである。小

学生が模擬的に設定された街で、市民としてハ

ローワークに行って仕事を探し、実際に働いて

給料を得て、その給料で買い物を体験する教育

的行事である。

　本校生徒はキッズビジネスタウンの企画・運

営を行う。当日は社長として子ども達の先頭に

立って模擬店舗での販売などを一緒に行い、子

ども達に「社会の仕組み」や「ビジネスの仕組

み」を教えることを通して、学びを深めること

ができる。企画や運営を通して教えることの難

しさや、ビジネスに必要な知識を客観的な視点

から知ることができるものである。

　このような活動を通して、ビジネス実践全体

の目標である「前に踏み出す力」「考え抜く力」

「チームで働く力」を体得し、社会人基礎力を

育てることを目的としている。

２．平成29年度の活動

　今年度は全国産業教育フェア秋田大会の一部

として秋田県生涯学習センターにおいて、10月

21日（土）、22日（日）に開催された。２・３

年生の希望者は32名で、以下のように活動し

た。１年生は各店舗従業員として当日の活動に

参加した。

スケジュール

　・５月：ガイダンス、基礎学習

　・６月：店舗の模索、決定

　・７月：企業への研修、交渉等

　・９月：求人票、マニュアルの作成

　・10月：店舗準備、１年生へ指導、本番

　・11月：報告会

今年度の開設店舗（32店舗）

分　類 店　　舗　　名

公 共 施 設
ハローワーク、銀行、税務署、消
防署、警察署、病院

小　売　業
花屋、おもちゃ雑貨屋、コンビ
ニ、デパート

サービス業
アスレチック、会社経営、結婚式
場、テレビ局、宅配、ネイルサロ
ン、新聞社

製　造　業
八橋人形工房、アクセサリー工
房、癒やしグッズ工房、木工工
房、はんこ工房

飲　食　店

ドリンクショップ、ポップコー
ン、アイス屋、ピザ屋、ホットド
ッグショップ、パン屋、ドーナツ
屋、食堂、たこ焼き屋、ババヘラ

３．当日の様子

　今年度は生涯学習センターということで施設

的な制約が多く、電源の確保などで難航した

が、事前に生徒たちと連絡調整をすることで、

大きな混乱なく進めることができた。

　１日目は218名（事前申込、当日受付含む）

の小学生の参加があった。多少のトラブルもあ

ったが、活動が軌道に乗るとスムーズに運営で

きていた。

1 キッズビジネスタウンの目的

2 平成29年度の活動

3 当日の様子
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　２日目も224名（事前申込、当日受付含む）

の小学生の参加があった。当日参加者の名札ケ

ースが不足し、当日受付を中断するほどの大盛

況であった。運営自体は、２日目ということで

各所スムーズに運営できていた。

　会場では全国産業教育フェアの次期開催県の

視察も行われ、大変混雑していた。

　事後アンケートから、参加者の感想は以下の

ようなものであった。初めての参加者も多かっ

たようで、保護者からの改善の要望も多かった。

＜小学生アンケートより＞

はい いいえ

楽しかったか 98  0

お金の大切さを実感 97  1

ものの大切さを実感 96  3

来年も参加したい 94  2

秋商に入学したいか 57 33

＜保護者アンケートより＞

①何でキッズを知ったか

　・過去に参加したから：25

　・秋田市広報を見て　：16

　・ホームページを見て：  5

　・知人からの話　　　：24

　・学校からの通知　　：30

②来場した交通機関

　・自家用車　　　　　：90

　・徒歩　　　　　　　：  2

　・公共交通機関等　　：11

③満足度

　・大変よかった　　　：58

　・よかった　　　　　：34

　・物足りなかった　　：  6

④来年度も参加させたいか

　・参加させたい　　　：85

　・遠慮したい　　　　：  7

⑤秋商は子どもの進学先としては

　・進学させたい　　　：13

　・候補に入れたい　　：57

　・今は考えていない　：25

４．実施上の課題

受付について

　今年度は、受付で大きな混乱が生じ、来場者

からのクレームも多かった。事前に準備し、確

実に参加者の名札等を確認することが必要であ

ると痛感した。また、当日の受付体制の指導を

詳細に行っておくことが大切であった。

　また、当日参加者がシステムや注意事項を理

解していないことも多く、それらの説明を配布

するなどして周知する必要があると感じた。

販売品の不足と売上のバランス

　保護者からのアンケート結果を見ても「以前

あったそば・うどん屋が欲しかった」「飲食店

の出店がもう少し欲しい」「温かい食べ物があ

れば良かった」など飲食店の充実を求める声が

多かった。さまざまな制約がある中での実施で

はあったが、来年度以降は今年度の意見も参考

にし、来て頂いた方々に喜んでもらえるように

改善していきたい。

来年度に向けて

　来年度からは、会場が学校に戻るが、発電機

の用意や受付対応など、今後の活動でも留意し

ていきたい。

５．10年を振り返る

　キッズビジネスタウンも10年目ということ

で、過去の活動を振り返っておきたい。

開催の経緯

　平成20年度から金融広報中央委員会より金融

教育研究校の委嘱を本校で受けたことを機に、

ビジネス実践の一分野として平成20年度から始

まった。平成20年３月に、当時からキッズビジ

ネスタウンを開催していた千葉商科大学に数名

の教員で視察を行い、翌４月からビジネス実践

活動に組み込んで行われた。

過去の会場（上段）、参加者等（下段）

年度 詳　　　細

20
ＡＬＶＥ

勝平小140名

4 実施上の課題

5 10年を振り返る
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21
学校前庭、イオンモール秋田

勝平小137名、一般205名

22
学校校舎内、イオンモール秋田

勝平小140名、一般289名

23
学校校舎内

勝平・出戸小（人数不明）

24
学校校舎内

勝平・出戸小194名、一般218名

25
学校校舎内

勝平・出戸小180名、一般200名

26
学校校舎内

勝平・出戸小175名、一般237名

27
学校校舎内

勝平・出戸小175名、一般215名

28
秋田県立体育館

１日目141名、２日目114名

29
秋田県生涯学習センター

１日目218名、２日目224名

　１年目の平成20年度はＡＬＶＥの多目的ホー

ルを会場に開催し、勝平小学校の生徒に参加し

てもらい実施した。

　平成21年度は学校の前庭で開催したが、あわ

や台風直撃という危機に見舞われたため、翌年

から校舎内に会場を移している。また、21年度

にはイオンモール秋田から実施の依頼を受け、

冬に商業科教員と担当生徒で開催した。翌年も

イオンで行ったが、会場の制約等が多く、23年

度からは学校での開催のみとなった。

　平成22年度からはシステムフューチャー株式

会社から協力をいただき、ハローワークのＰＯ

Ｓシステムを導入した。

　平成23年度からは勝平小学校に加え、出戸小

学校から参加したいという連絡を受け、現在の

形で実施するようになった。どちらの小学校も

それぞれの総合的な学習の時間の中に組み入

れ、職業体験の一環として実施していたようで

ある。

　平成28年度は全国産業教育フェアのプレ大会

に組み込まれ、他のビジネス実践も含めて土日

開催になったため、毎年金曜日の登校日に参加

してくれていた勝平小学校、出戸小学校は参加

不可能となってしまった。

　平成29年度は全国産業教育フェアの一環とし

て実施し、多数の来場者に恵まれた。

キッズビジネスタウンのこれから

　10年を振り返ってみると、現在の実施形式が

定着し、小学生の参加希望者も安定しており、

地域に根ざした活動として開催できている。生

徒たちにも、ビジネス実践の班として定着して

きており、実際に参加した児童も本校に入学し

てきている。

　毎年、少しずつの改善を重ねてきているが課

題はまだまだあり、また定着がマンネリになら

ないよう、新たな方向性を模索する必要もある

と感じる。

　今後10年がさらに充実した活動となるように

改善していきたい。
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ビジネス実践　エコロジカルビジネス

環 境 教 育 の 試 み

� 英語科　大　堤　直　人

はじめに

　国連の「持続可能な開発目標（SDGs）」が広

く知られるようになるにつれて、この目標に沿

って企業活動を行おうとする会社も増えてき

た。教育の場では、「持続可能な開発のための

教育（ESD）」の一環としてこのSDGsに取り組

む学校も多い。本校のエコロジカルビジネス班

の活動も、こうしたSDGsやESDを意識しつつ

行われている。

ＡＫＩＳＨＯＰ以前の取り組み

　秋田県「環境の達人」地域派遣事業により一

般社団法人あきた地球環境会議から講師を派遣

してもらい、６月22日には生物多様性の保全、

６月29日には新エネルギーについての講座を受

講した。

　７月13日には、本校の生徒玄関と職員玄関の

周辺の側溝に詰まっていた落ち葉や泥などを撤

去し、雨が大量に降ったときに水が流れるよう

にした。かなりの労力が必要とされたが、学校

の環境改善の一助となることができた。

　10月19日には、株式会社コバリンのショール

ームを訪問し、もみ殻を再利用した各種ボード

について学ぶとともに、様々な木材の香りをか

ぎながらゆったりとした時間を過ごすことがで

きた。

ＡＫＩＳＨＯＰでの活動

　ＡＫＩＳＨＯＰ初日、10月21日の午前中は、

エコロジカルビジネス班の生徒たちが持ち寄っ

た家庭の不要品を販売するフリーマーケットを

開いた。その収益金と、ユネスコスクール班の

当時に出版していた本の印税とを合わせて

7,900円を、国連ＵＮＨＣＲ協会を通して難民

のために寄付した。

　その日の午後、約20名の生徒たちがマイクロ

バスに乗り込み、秋田市雄和地区のダリア農園

を訪問した。約２時間の間、できるだけ多くの

ダリアを摘んだ。そのダリアは、翌日のＡＫＩ

ＳＨＯＰ会場において来場者に無料提供した。

生徒たちは茎の根元を水で濡らしたティッシュ

で包み、その上をアルミホイールで覆い、さら

に透明なセロファン紙で包むなど工夫をして提

供し、お客さんに喜ばれていた。

　また、ＡＫＩＳＨＯＰ２日目には、秋田杉の

廃材から箸を作成するコーナーを設置した。来

場者が棒状の木材にヤスリをかけて自分なりの

箸を作成し、講師の伊藤良治さんに仕上げても

らっていた。この箸は秋田杉の香りがし、軽く

て持ちやすく、わりと長持ちするという特徴が

ある。

はじめに

ＡＫＩＳＨＯＰ以前の取り組み

ＡＫＩＳＨＯＰでの活動

４年目となったダリア摘み
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　平成29年11月15・16日の２日間にわたり、全

国高等学校国語研究大会兵庫大会が開催されま

した。平成30年度に本県で同大会が開催される

ため、その視察です。１日目は午前中に歓迎レ

セプション、文科省の講演が行われ、午後から

は桂米團治、ざこばさんの記念講演および落語

披露、その後に分科会が行われました。２日目

は各会場に分かれての授業参観、研究発表があ

り、午後から各コースに分かれて文学研修があ

り、大変盛り沢山でしたが、主催者側の気持ち

が伝わるあたたかい空気の中で、充実した２日

間を過ごすことができました。ここに、順を追

って大会の概要を紹介したいと思います。

●１日目

歓迎行事／文科省講演会／記念講演／分科会

　開会式の歓迎レセプションでは、地元商業高

校生による龍舞と獅子舞が披露されました。そ

の後、文科省による講演が行われた後、午後か

ら記念講演、分科会となりました。記念講演で

は落語家の桂米團治さんが、上方落語を復活さ

せた人間国宝である父米朝さんについて語った

後、落語が披露されました。会場の空気を掴み、

反応を感じ取りながら徐々に自分の世界に引き

込んでいく様子は、さすがプロです。ざこばさ

んは脳梗塞からリハビリを経ての落語披露とい

うことでしたが、人としての厚み、年輪を感じ

させる講演会で、その言葉は心に響きました。

　分科会は、劇作家の平田オリザさんの「コミ

ュニケーション教育の現在」を拝聴しました。

ワークショップ型の講演会で、「理論と実践」

を体感しました。これもまたさすがはその道の

プロを感じさせる内容で、90分間があっという

間でした。現代社会は、システム上、コミュニ

ケーションの必要性が徐々に低下しているのに

も関わらず、教育現場ではコミュニケーション

をより求めるようになっている、その開きが問

題なのだと先生は述べていらっしゃいました。

そして経済格差や文化的格差が地域によって著

しい昨今では、その開きを埋めていく役割は公

教育にあるということです。ワークショップも

学校での授業に応用できるもので、とてもため

になりました。

●２日目

授業参観

　私が訪れたのは芦屋国際中等教育学校という

学校です。１学年80名のうち外国籍の生徒が30

名、帰国子女が30名、その他生徒20名で構成さ

れている（そのような枠組みで選抜をしてい

る）学校で、同じ敷地内に別の県立の高等学校

全国高等学校国語研究大会兵庫大会に参加して

� 国語科　近　野　祥　子

　↑

←　高校生による

　　龍舞・獅子舞
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があるという、大変特徴のある学校です。なぜ

別々の学校が同じ敷地に建っているのか（もと

もと同じで分かれたか？）や、このような学校

が設立された背景、あるいは地域の特色につい

ていろいろ聞きたかったのですが、残念ながら

質疑応答の時間がなく、聞くことはできません

でした。私が主に参観したのはディベートの授

業です。タイトルは「移民は受け入れるべきか」

で、まさに学校の特色にぴったりマッチしたタ

イトルで、生徒も自分自身のことに置き換えて

意見を述べることができたのではないでしょう

か。パフォーマンス性に優れ、思考力のある生

徒が一人いて、その生徒で成り立っていた感は

ありましたが、外国籍の生徒がほとんどですの

で、いわゆる日本人特有の婉曲的な言い回しや

遠慮した物言いはなく、長所・短所について実

に明快に指摘していたのが印象的でした。

　その後の研究発表では、「実用物語文」とい

う切り口で研究されている先生の発表を拝聴し

ました。兵庫県といっても広いので、当たり前

ですがさまざまな学校があり、比較的学習困難

な学校で実践されている先生の発表でした。「物

語文」と「実用」という言葉は結びつきにくい

と思うのですが、社会に出てから役立つもの

を、そして生徒のモチベーションを高めるた

め、そのような切り口で実践されているようで

す。どの地域でも学校事情によって到達目標は

それぞれであり、当然授業の切り口も目標にフ

ォーカスしたものになっています。学校に期待

されている役割を教員がしっかり認識している

ことは大切だと感じました。

●文学研修　～須磨明石コース～ 

　授業研修の後は、神戸市三宮駅前に集合し、

須磨寺、孫文記念館、中崎公会堂を訪れました。

　須磨は源氏物語、平家物語ゆかりの地という

ことで、物語に思いを馳せながら見学しまし

た。もちろんレプリカですが、青葉の笛も奉納

されていました。

↑　研究発表の様子

↑　須磨寺の庭

←　孫文記念館

青葉の笛　→
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　最後に、夏目漱石が完成記念講演を行った中

崎公会堂を訪れました。海岸近くの松林の中に

たたずむ大変雰囲気のある建築物でした。現在

は武道やダンス等の練習会場として使用されて

いるようですが、記念講演時には全国の漱石フ

ァンが会場から溢れ出るほど集まり、漱石の講

演に耳を傾けたそうです。

●感想

　学校は、地域の要請や期待のもとに存在する

ものであることを改めて感じた２日間でした。

どこの県でもどこの地域でもその土地の歴史的

変遷や事情があります。神戸は港町であるの

で、町並みにも異国情緒漂う地域があり、一種

独特の文化を感じる町でした。

　間もなく大学入試の大改革が行われます。や

り方が変わっても、揺るぎない思考力があれば

対応できるはずだと思う一方、都会の私立高校

に比べ、地方の公立高校は対応に時差が生じる

ことは必至であり、生徒は不安と混乱の中で初

年度を迎えるのではないかという危惧もありま

す。積極的に学びの機会を持ち、新たな教育課

程の中でも評価に耐えうる教員でありたいと思

います。

↑　中崎公会堂入り口
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「新任特別支援教育コーディネーター研修会」について

� 保健・教育相談部　戸　田　潤　子

●はじめに

　この研修会は秋田県総合教育センターにおいて３回に分けて行われ、多くの講師を迎えて内容も

多岐にわたった。近年高等学校においても生徒が多様化し、配慮が必要な生徒が話題に上るように

なってきた。平成30年度からは高等学校においても通級指導が開始されることになっている。この

ように従来小中学校で行うものという認識が強かった特別支援教育に、高等学校においても対応す

る必要が生じてきた。

●校内支援体制の整備が求められる背景

・平成19年　学校教育法の改正

　　「特別支援教育」が学校教育法の中に位置づけられる

・平成19年　障害者の権利に関する条約（国連）に署名

・平成23年　障害者基本法の改正

・平成25年　障害者差別解消法成立

・平成28年　障害者差別解消法施行

障害を理由とする差別の解消を推進・・・学校においては障害のある生徒もない生徒も共に

学ぶインクルーシブ教育システムの構築を目指す。その実現に向けて、必要に応じて合理的

配慮が求められることになる。

　このように条約締結や国内の法整備が進み、特別支援教育を取りまく環境は急速に変化してい

る。私たち高校教員にも、今後教員としての専門性が求められることになる。

・合理的配慮の否定は差別になることを正しく理解すること

・授業において、新しい概念の合理的配慮を踏まえた授業を行うこと

　この合理的配慮は、障害のある生徒の学ぶ権利を保障するために公立の学校が負う義務である

（私立は努力義務）。この合理的配慮については、個々の生徒の障害特性に応じて学校や外部の専門

家、家庭が相談し、合意しながら決めていくことになる。

●発達障害について

　発達障害とは胎生期を含めた発達期に様々な問題が作用して、中枢神経系に障害が生じた結果、

認知、言語、社会性および運動などの機能の獲得が傷害される状態をいう。基本的には脳の機能の

問題であり、育て方や愛情のかけ方などに起因するものではない。

　発達障害の症状はＡＤＨＤ、知的障害、ＳＬＤ（限局性学習症）、自閉症、アスペルガー症候群

などに分かれるがその境界ははっきりしているわけではない。複数の障害が重複している場合もあ

る。近年は自閉症についてＡＳＤ（自閉スペクトラム症）という用語が用いられるようになってい

る。以下の表に見られる発達障害への対応は、支援の必要な子にはないと困る支援だが他の子ども

にはあると便利で役立つ支援となる。すなわちすべての子どもにわかりやすい指導となり、ユニバ

ーサルデザインの視点に立つ学習支援と言える。
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障　　害　　名 有効な支援 対　応　例

ＳＬＤ
知的な遅れは見られないが、読み書

き計算、推論などの困難さを示す

本人に合った学習・個別

的な指導・声かけ

支援プリント・机間支援・

個別学習支援

ＡＤＨＤ
不注意（あるいは多注意）、多動、

衝動性を示す行動、抑制の障害

集中できる工夫・話を聞

く工夫・課題遂行の工夫

導入の工夫・スケジュール

表（手順表）・事故評価表

ＡＳＤ

社会性・コミュニケーション・想像

力の困難さ・感覚の過敏とこだわり

などの同一性保持を示す

見通しを持つ・明確な伝

え方・マイペースででき

る

スケジュール表、視覚的な

手がかり、効果的な板書、

ＩＣＴの活用

●女子の発達障害について

・「個性」と捉えられ、それなりにできているように見えるため気付かれにくい

・女子同士の関係で悩みやトラブルが生じる（女子特有の話題に入れない）

・原因不明の体調不良（睡眠障害・めまい・頭痛・胃腸の不調）

・集団行動での孤立（状況・関係性の理解が苦手）

・思春期になっても家族が相談相手

　女子の発達障害は見過ごされがちで大人になってから（就労などを通して）周囲が気付くことも

多い。早めの気づきと対応が望ましい。

●環境の整備

★学習環境への配慮

・整然とした環境（雑然・曖昧が苦手）・個人の持ち物の整理、管理の分かりやすさ

・プリント類の保管（ノートに貼る、綴じる→作業時間の確保）

・タブレットの活用、音声による記録

★ルールの明確化

・事前に示す（みんなで共有できるルール）

・注意する基準を明確にする「好ましい行動」「好ましくない行動」「許されない行動」

・守れたことへの評価

★座席の配慮

・特性に応じた座席・グループ、ペアワーク等、学習の効果を考えた座席

★分かりやすい指示

・簡潔で具体的な指示・一度出した指示は途中で変更しない（人や場所で変えない）

★見通しを持った生活

・予定はできるだけ文字で知らせる（変更は早めに）

・一日の予定を書いておくようなスケジュール帳（携帯端末等）の活用

★必要な物を忘れない工夫

・事前に早めの連絡とメモを取る習慣づけ・忘れたときの対応を予め確認しておく

●具体的な支援・個への配慮

★過程も認め、プラスの声かけを心がける

★授業を妨げない関わり（非言語での対応）で伝える

・問題行動には表情、身振り、手振り・賞賛や同意は頷きや微笑み、視線の投げかけ

・望ましくない行動に注目しない（本人のすぐそばで全体に向けて指示するなど）

・スモールステップで、望ましい行動が見られたら積極的に評価する
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★集団に対して明確な流れを示す。授業の構成を一定の形にすることで、落ち着き安定した状況

で取り組むことができる。

●心がけたい対応

・感情的にならず淡々と事実を伝えるようにする。

・本人の発する言葉に惑わされない。

・本人のプライドを尊重する。

・教師がモデル。教師の接し方や言葉かけを他の子どもは真似る。

・小さなことでも成功体験につなげる。

★自己肯定感を高める支援（※自己評価の低い子どもは他者評価も低い）

・人を助けたり教えたりする役割を経験させる・まじめにこつこつと行う体験を積み上げさせる・

行動や気持ちのコントロールの力を育む

●保護者の障害受容とそのプロセス

　保護者にとって子どもへの障害の告知は大きな衝撃であり、その子の将来が暗く閉ざされた気持

ちになる。障害の受容は次のような段階を経る。

１．ショック　→　２．否認　→　３．悲しみと怒り　→　４．適応　→　５．再起

　この過程には長い時間を要することや、受容に至らないというケースもある。保護者がどの過程

にいるのかを感じ取ってそれにあった対応をすることが必要である。この過程の中で保護者と学校

あるいは担任との間にトラブルが生じることもあるが、保護者は教師と違ってこのような思いを持

つものだということを念頭に置いて対応するべきである。トラブルに発展する前に、保護者の思い

がどこにあるのか正確に理解するために、担任一人ではなく関連する教諭と二人で聞くことも大

切。大きなトラブルに発展するのは「対応の遅さ」や「対応の一貫性のなさ」である。担任は自分

の責任と考えがちだが、そうではなく学校全体の問題である。トラブルに学校全体で対応できるよ

うなシステム作りが必要である。

●就労に関して

　発達障害を抱えながら普通高校に通う生徒の進路選択は家庭の考え方にも左右される。家庭で障

害を受容していて本人に合った進路選択を考えているのであれば、進学・就職どちらの選択をした

としても本人にとって前向きな選択を考えるであろう。しかし障害を認識していない、あるいは受

け入れていない生徒や家庭の場合、いったん就職したとしても不適応を起こして離職するケースが

多く見られる。また進学を選択したとしても２～４年後に求職するタイミングで再び進路選択を迫

られることになる。

　特別支援学校以外でも障害者就業・生活支援センターの支援を受けて就職するケースもある。（障

害者就業・生活支援センター事業は平成14年にスタートし、平成28年４月時点で秋田県の８つの圏

域全てに設置済みとなっている。）支援対象となる障害は［・身体・知的・精神（未発達・高次脳）・

その他（手帳未所持・難病等）］となっている。以下は高等学校卒業生の就職に同センターが支援

を行った事例である。
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高等学校からの支援事例

　某高校３年秋、学校からの依頼で学校訪問。学校、保護者、センターの三者で面談。本人概要：

成績は低位、対人技能も未熟。本人、学校に対して障害者雇用や障害者手帳（メリット･デメリ

ット）について情報提供。

　卒業後本人の意向により学卒採用で就職するものの、求められる作業種や作業量がこなせない

ことと対人不適応（困ったときに質問できない）を理由に３ヶ月で離職。

　支援を受けての再就職を希望し、療育手帳を交付申請。判定～交付までの期間（約２ヶ月）並

行して障害者職業センターに相談。職業評価を受けた後、８週間の職業準備支援〈訓練〉事業を

受講する。療育手帳・等級「Ｂ」取得後、ハローワーク・専門支援部門に求職登録。

　求職活動開始　→　面接同行・職場実習を経て障害者雇用として採用～就職。

　20才到達時に障害基礎年金申請　→　審査～支給決定まで約３ヶ月　→　２級受給（２ヶ月分

として約13万円）。現在も就労継続中。採用当初は週20時間の短時間勤務であったが、仕事ぶり

が評価され週30時間に変更。貯めたお金で自動車学校に通い免許取得。自家用車通勤している。

　障害者雇用の選択には療育手帳等の取得が必要になる。これにはメリット・デメリットがあるが、

選択肢の一つとは考えられる。

●終わりに

　特別支援教育コーディネーターの役割について予備知識もほとんどなくスタートした研修だった

が、３日間の研修を通して「特別支援教育」に関する全般的な知識やコーディネーターの役割、今

後の課題等多くのことを教えられ、考えさせられた。本校においても生徒は多様化しつつある傾向

が見られ、今後個別の対応が必要になってくることも想定しておかなければならない。個々の生徒

が生活しやすい環境に配慮することは学校全体の活動をスムーズにすることにつながり、全ての生

徒にとっても生活しやすい環境になるはずである。
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高等学校中堅教諭等資質向上研修を受講して

� 保健・体育科　佐　藤　寛　仁

　採用されてから11年目を迎え、法定研修として最後の中堅教諭等資質向上研修を今年度受講し

た。教育公務員特例法の改定により、旧来は10年経験者研修、いわゆる10年研として行われていた

が、今年度より名称が変更された。「中堅」という響きに、自分はもうそのような立場になったの

かと、戸惑いが正直あった。現状では教諭でも下から数えた方が早いことと、担任としても下の年

齢だからである。また、主任のような仕事もしておらず、研修の目的でもある、中堅教諭として学

校運営や若手教員の指導ができるとは一切考えたことはなかった。しかし、研修を受講する中で、

改めて教員としての資質を向上させるために、学校運営に関する知識や、キャリア教育、道徳教育

といった重要な項目に関することなど、多くのことを学ぶとともに、自分の勉強不足を痛感した。

今回の研修を通し、郊外研修、センターで行われた各種講義・演習、秋田工業高校で行われた授業

研修についてまとめみた。

①校外研修

　校外研修を行うに当たって、本校では商業高校として、事務系に必要な学習を学んでいるという

イメージから、事務的な仕事を経験してみたいと考えていた。そこで、本校柔道部員の保護者であ

り、ＯＢであり、ＰＴＡ会長でもある石井さんが経営する「株式会社秋田ふれあい」にお願いをし

た。石井さんより快く引き受けていただき、３日間の研修を行った。研修内容は多岐にわたったが、

中でも自動車保険に関する研修は、知らないことが多く、勉強になった。事務職ではパソコンを使

いこなせる必要があると考えていたが、使いこなすだけでなく、どういう目的を持って使うかが大

事であり、仕事に対する知識をしっかり持っておく必要があると学んだ。学校現場においても、生

徒に指導するためには、教師側がしっかりとした知識を持っており、それをどれが生徒に必要か選

択する力が必要なのだと感じた。教員の仕事しかしてこなかった私にとって、違う業種から改めて

考えさせられ、充実した３日間だった。

②センター研修

　総合教育センターでの研修は、全部で５回行われた。その中でも、授業づくりと道徳教育、教育

相談についての講座が一番印象的であった。まず授業づくりについてだが、改めて同期採用の先生

方と授業について話し合い、お互いの成長とまだまだある改善点に、採用当時のやってやろうとい

う高揚感を感じることができた。特にアクティブラーニングの視点に立った授業についての討論で

は、お互いの積み重ねた経験を聞き、自身の成長も感じるとともに、同期には負けていられないと

強く感じた。

　道徳教育についての講義では、高等学校において道徳教育の年間計画が各校で作られているとい

うことで、正直本校の年間計画を把握しておらず、勉強不足を感じた。他校の年間計画を見ても、

非常に考えて作られており、ここで得た知識を少しでも本校に貢献していくことができればと思っ

た。
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　教育相談についての講義では、他校の気になる生徒の事例を含め、自分が普段悩んでいることに

対してのアドバイスだけでなく、他校の先生の事例に対するアドバイスを考える中で、非常に多様

な生徒がおり、時代にそった指導をしていかなくてはいけないということを強く感じた。担任をす

る上でも、教育相談についてはより知識をつけ、活用できなくてはいけないと思った。

③授業研修

　９月４日、秋田工業高校を会場に授業研修が行われた。私は１年生の電気科で保健の授業を行っ

た。いつも女子が多い本校に比べ、ほぼ男子というクラスに圧迫感を感じた。しかし、生徒の多く

は運動部に所属しており、昨年度担任をしたＤ組の男子生徒を相手にしているような感じであった

ため、比較的スムーズに授業を行うことができた。ただ、スムーズに行いすぎたため、最後に時間

が余ってしまった。普段から授業における時間配分が課題であるので、改善していきたい。グルー

プでのコミュニケーションを図る授業を展開するよう心がけたが、話し合いがスムーズにいかない

班に対するアドバイスの仕方、こちらのねらいに沿って話し合えるような題材の工夫も必要だと感

じた。ここで学んだこと、感じたことを今後本校の授業に還元していきたい。

　学ぶべきことが多かったが、それを中堅教諭として多方面で還元していくことが大切だと思う。

今回の研修を通して、保健体育科の先生方、研修主任の大関先生、その他多くの先生方に助けてい

ただき、とても感謝している。今後も期待を裏切らないよう、誠心誠意学校業務に努めていきたい。
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校内年間研修報告書

� 秋田市立秋田商業高等学校

研修教員：佐藤　寛仁（保健体育科・１年Ｆ組担任） 校　長：佐藤　　武

　教　→　教科指導等研修　　　　　生　→　生徒指導等研修

実施月日
（曜日）

研　修　内　容 研修方法・形態
全体・個
別の区別

時間割内・
放課後の別

研修
時間

研 修 指 導 者

４／19（水） 10年研修の進め方 生 講義→一般研修 個別 内（２）・放 2 研修主任

５／８（月） 教育目標の達成と学校経営について 生 講義→一般研修 個別 内（５）・放 2 校長

　　12（金） 高校教育の現状と課題 生 講義 個別 放 2 教頭

　　18（木） 法規に関する事例研究 生 講義→一般研修 個別 放 2 教頭

　　25（木） ＰＴＡ・地域と連携について 生 講義→一般研修 個別 放 2 総務主任

６／８（木） 教材研究と指導案の作成指導 教 授業指導 個別 放 2 保健体育科主任（教育実習生）

　　12（月） 教材研究と指導案の作成指導 教 授業指導 個別 放 2 保健体育科主任（教育実習生）

　　15（木） 授業参観と助言 教 授業指導 個別 内（４）・放 2 保健体育科主任（教育実習生）

　　19（月） 授業参観と助言 教 授業指導 個別 内（１） 1 保健体育科主任（教育実習生）

　　19（月） 校内研修「特別支援が必要な生徒への対応」 生 講義 全体 放 2 外部講師

　　20（火） 教材研究と指導案の作成 教 授業研究 個別 内（２） 1 保健体育科主任

　　21（水） 教材研究と指導案の作成 教 授業研究 個別 内（２）・放 2 保健体育科主任

　　22（木） 授業実践に基づく授業研究 教 授業研究 個別 内（５）・放 2 保健体育科主任・科員

７／３（月） 教育課程の編成・教務内規について 生 講義→一般研修 個別 放 2 教務主任

　　６（木） 生徒分析と個人面談計画の作成 生 講義→一般研修 個別 放 2 学年主任

　　12（水） 保健室利用の実態について 生 講義 個別 放 1 養護教諭

８／21（月） 教材研究と指導案の作成 教 授業研究 個別 内（５・６）・放 4 保健体育科主任

　　28（月） 教材研究と指導案の作成 教 授業研究 個別 内（５・６）・放 4 保健体育科主任

９／１（金） 教材研究と指導案の作成 生 授業研究 個別 放 1 保健体育科主任

　　５（火） 授業実践に基づく授業研究 生 授業研究 個別 放 1 保健体育科主任

　　11（月） 生徒指導に関する事例研究 生 一般研修 個別 放 1 生徒指導主事

10／11（水） 部活動・生徒会活動に関する事例研究 生 講義 個別 内（５） 1 特活主任

　　18（水） 教材研究と指導案の作成 教 授業研究 個別 内（５）・放 2 保健体育科主任

　　27（金） 教材研究と指導案の作成 教 授業研究 個別 内（３）・放 2 保健体育科主任

11／13（月） 教材研究と指導案の作成 教 授業研究 個別 内（６）・放 2 保健体育科主任

　　16（木） 授業実践に基づく授業研究 教 授業研究 個別 放 2 保健体育科主任・科員

　　17（金） 授業参観と助言 教 授業指導 個別 内（４）・放 2 保健体育科主任（若手教員）

12／５（火） 特定課題研究の中間まとめ 生 一般研修 個別 放 2 研修主任

１／15（月） 校内研修「学校を巡る近年の変化」 生 講義 全体 放 2 外部講師

　　16（火） 選択研修の成果と課題 生 講義 個別 放 1 校長

　　23（火） 進路指導の現状と課題 生 講義 個別 放 1 進路指導主事

２／16（金） 特定課題研究の成果と課題 生 一般研修→講義 全体 放 2 校長以下全員

実施日数
合　計

研修方法・形態別の研修日数
（時間数）

時 間 割 内
研修時間計

（ａ）

放　課　後
研修時間計

（ｂ）

研 修 時 間
合　　　計
（ａ＋ｂ）講　義 授業研究 授業指導 一般研修

32
14

（17）
11

（23）
5

（9）
9

（10）
16 43 59
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選 択 研 修 計 画 書

研修教員

氏 名

学びたい

こ と

研 修 先

代表者名

研 修

担当者名

月 日（曜）

第１日

　７月25日（火）

第２日

　７月26日（水）

第３日

　７月27日（木）

研 修 時 間

 8:30 ～ 12:00

12:00 ～ 13:00

13:00 ～ 16:00

 8:30 ～ 12:00

12:00 ～ 13:00

13:00 ～ 16:00

 8:30 ～ 12:00

12:00 ～ 13:00

13:00 ～ 16:00

システムの管理研修

休憩（休憩時間を明示すること）

見積もり・申込作成、商品内容研修、顧客対応

力研修

システムの管理研修

休憩（休憩時間を明示すること）

見積もり・申込作成、商品内容研修、顧客対応

力研修

システムの管理研修

休憩（休憩時間を明示すること）

見積もり・申込作成、商品内容研修、顧客対応

力研修

内 容

依 頼 状

（礼状）

送 付 先

代表者の

正式職名

研修担当者の

部 ・ 課 名

佐藤　寛仁

株式会社　秋田ふれあい

石　井　　　明

中　村　尚　人

代表取締役

営業部長

〒010-0951

秋田市山王５丁目11－24

ＴＥＬ 018-896-6010

ＦＡＸ 018-896-6026

所属校
所属校

連絡先

秋田市立

秋田商業高等学校

ＴＥＬ 018-823-4308

ＦＡＸ 018-823-4310

商業高校で生徒指導するにあたり、実際の現場における事務職としての仕事内容及び必

要な資格等について学び、それをクラスや部活動の生徒に還元できるようにしたい。
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選 択 研 修 報 告 書

所 属 校

研 修 先

研 修 期 間

職・氏名秋田市立秋田商業高等学校

株式会社　秋田ふれあい

平成29年７月25日（火）～平成29年７月27日（木）

１ 研修の概要

２ 研修の成果

教諭　　佐　藤　寛　仁

　保険の代理店業務を主として行う秋田ふれあいで就業体験を行った。事務的な仕事だけでなく、

保険関係についても学ぶこととなった。

　１日目は基本的な保険の中身について、具体的に講話していただいた。保険代行業務には資格が

必要であり、その資格取得に使用するテキストを中心に進めていったが、初めて聞くことが非常に

多かった。午後からは実際にパソコンを利用して自動車損害賠償責任保険の作成も体験した。

　２日目は実際の事故を例に、保険の活用についての実例や報告書の作成に関わった。特に前日ちょ

うど起こったという自転車の接触事故が、高校生でも多く見られるケースということで、注意点を

教えていただいた。また、私が加入している自動車任意保険の具体的な説明を受けることができた。

　３日目はパソコンを使った各種保険の見積書作成を行った。パソコン操作は苦にならなかった

が、専門用語や聞いたことが無い用語が多く、悪戦苦闘しての作成となった。

　事務的な仕事だけでなく、お客様対応を含め、多くのことを体験することができた。教育現場に

おいても様々な保険があり、体育の事故対応や部活動遠征における保険についても、安易に考えて

はならないと改めて感じた。特に、自転車の交通事故については実例も併せて話を聞くことができ

たが、本校では自転車事故が非常に多いため、個人での保険加入も含め、保健の交通安全の項目で

も注意喚起をしっかりしていく必要があると感じた。

　私は今まで教員という仕事を通して、介護体験で特別養護老人ホームでの仕事は経験したことが

あるが、事務的な仕事は初めての体験であり、非常に大変だと率直に感じた。特にパソコンに向か

って長時間入力する保険作成は、今でこそある程度の外枠ができているが、以前は全て手入力だっ

たことを考えるとかなりの労力だったと思う。そういった業務だけでなく、お客様への対応、電話

応対など、様々な方面で丁寧な対応が必要とされるということから、多岐にわたる業務を必要とす

る職種なのだと感じた。安易に思いつく職業として事務系と答える生徒が多いように感じるが、こ

の職種に求められるのは、基本的な事務作業プラス人への対応なのだということを生徒に指導して

いかなくてはいけないと思った。また、私自身も授業だけでなく、保護者や外部の方への対応も丁

寧にしていかなくてはいけないと改めて感じた。

　今回の就業体験を通し、今後の教員人生において知識の幅を広げることができたことはもちろ

ん、非常に有意義な経験をすることができた。いかに教育現場に還元できるかが、今後問われてい

くことだと思う。今一度しっかり研鑽していきたい。

� （Ａ４判１～２枚程度）
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特 定 課 題 研 究 レ ポ ー ト

所 属 校

研 究 分 野

研究テーマ

職・氏名秋田市立秋田商業高等学校

Ａ 教科指導　　Ｂ 学級・学年・学校経営　　Ｃ 生徒指導

Ｄ 進路指導　　Ｅ 特別活動に係る指導　　Ｆ 総合的な学習の時間に係る指導

Ｇ 特別支援教育に係る指導　　Ｈ その他

グループ活動から主体的に考える活動につなげる授業

１ 研究の概要

２ 成果と課題

教諭　　佐　藤　寛　仁

　本校の生徒は３分の１が就職、３分の２が進学となっている。その中で、就職はもちろん、進学

でも指定校推薦が多いため、面接が非常に重要になってくる。そこで、担当する１年生の保健で、

常に４人のグループで授業する形態をとり、わずかなことでもグループで話し合う場面を意図的に

作ることにした。また、その活動を通して、授業の理解を深めるということにもつなげていきたい

と考えた。ねらいとしては、①グループ内でのコミュニケーションを図る、②様々な意見を聞き、

考え方の幅を広げる、③互いが授業態度を見ることで居眠りや他のことに意識をそがれないように

する、④一人ではできないことを協力して取り組むことで自信につなげる、の４つである。やはり

面接では話すという基本的なことができなくてはいけないと考え、班内で「話す」場面を作った。

また、自分たちから問題点を考え、それを解決するための方法を話し合うなど、主体的な活動を通

し、授業に対する興味・関心だけでなく、理解を深めることをねらいとした。生徒の実情としては、

入試の成績もここ数年の中では高く、比較的考えることはできる生徒が多い。しかし、自分の考え

を話すという点では力不足に感じられるところがある。

　１年生は１クラス40人編成のため、４人で１グループとし、10の班を作成した。最初の授業でラ

ンダムに出席番号を組み合わせた班を提示し、こちらの指示した人で班を作らせた。高校生活がス

タートしたばかりということもあり、すぐに会話ができるとは思わなかったが、このグループをき

っかけに初めての人とも話せればと考えた。結果としては、話が活発にできる班とそうではない班

がはっきりとした。そのため、２学期以降は自分たちで班を作成させたところ、活発な話し合いが

行われるようになった。授業の内容としては、今までのグループ活動に比べると、いろいろな意見

交換ができており、主張できる場面が多く見られ、グループで考えシートを作成するといった活動

も主体的に行われていた。課題としては、グループによっては大人しいグループもあり、意見交換

をしきれていない班もあった。そのような班に対し、もう少し具体的なアドバイスをする機会を意

図的に作るべきだった。また、グループ活動をより授業の目的に結びつけ、それを利用した授業展

開がもっと多ければ、生徒の理解を深めることにもつながったと思う。次年度以降も、この方法を

より改善し、こちらの狙った授業作りができるよう努力をしていきたい。

� （Ａ４判１～２枚程度、研究にかかわる資料等があれば添付すること）
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平成29年度　研修対象者・研究会等参加者一覧

【センター研修】

◎Ａ講座（基本研修講座）該当者全員が受講する研修

20　高等学校中堅教諭等資質向上研修講座

� （旧10年研）
佐藤　寛仁

①６/30　②８/３　③９/８

④10/19　⑤１/11

28　新任教務主任研修講座 木村実樹夫 ①５/25　②９/５　③10/20

31　新任学年主任講座 近野　祥子 ①５/11　②６/29

37　専門的実践力向上研修講座 大関　由理 ８/７

40　高等学校講師等研修講座 藤原　一誠 ①４/17　②６/９

◎Ｂ講座（専門研修講座）学校割当てに基づいて受講する研修

 4　民謡から広がる我が国の伝統的な歌唱 池田　孝幸 10/27

12　これからの運動部活動の在り方 佐藤　寛仁 ５/15

◎Ｃ講座（専門研修講座）自主的に受講する研修

16　JTE  English  Workshop 工藤　裕文 ７/５

24　教育相談に生かすカウンセリングの技法 舟木　志保 11/10

※免許更新開始　　船山毅・菊地亜紀・今聡・小林克・髙賢右・大関由理

【その他】

新任特別支援教育コーディネーター研修会
中村隆敏教頭

戸田　潤子

②７/４のみ

①５/26　②７/４　③11/７

通級指導教員等専門性向上事業公開研修会 中村隆敏教頭 ９/８

キャリア教育実践研究協議会 近野　祥子 10/30

全国高等学校国語教育研究連合会兵庫大会 近野　祥子 11/16～17

著作権セミナー 泉　　広宣 １/31

秋田中央高校ＳＳＨ「躍進」探求活動発表会 野呂耕一郎 ２/26

日本カウンセリング学会　北東北支部会

公開研修会
石田　雄哉 ３/21
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【中高連携関係】

小・中・高・特別支援学校連携協議会

（勝平中学校授業参観）

中村隆敏教頭

泉　　広宣

工藤　裕文

野呂耕一郎

戸澤　　恵

千田　義人

佐々木ひな子

樋泉　　淳

大関　由理

５/10

勝平中学校特定授業参観及び教科研究協議会

加藤雅人教頭

千田　義人

柏谷亜紀子

佐々木一秀

大関　由理

11/９

勝平中学校２年生　商業科目授業体験

佐藤　和佳

柏谷亜紀子

菅原　健太

佐藤　俊平

藤原　一誠

２/14

� 合計23名（延べ36名）



－ 84 －

　第２回研修会の記録を担当させていただいて、今の学校には教科以外にも様々な重い責
務が課せられている事を勉強しました。この研修集録を熟読し、研修を深めたいと思いま
す。� 戸澤　　恵

　研修部員として、様々な研修の準備等を進める中で、研修を通してどう授業に生かして
いくか、学ぶチャンスをどう生かすかということを考えさせられました。研修集録を通し
て、日々の中に学ぶことがたくさんあることを実感し、来年度は日々の中にある学ぶべき
ことに気づける教員になりたいと思います。� 柏谷亜紀子

　知らないことを知る楽しさ、知っていることが出来るようになることの難しさを味わい
ながら来年度も多くのことを学び、高めていきたい。� 小林　　克

　授業公開週間の授業内容やアンケートをまとめるにあたり、先生方の工夫や気づきなど
を学ぶことができました。これからも研修の機会を大切にして、自己研鑽していきたいと
思います。� 大久保　薫

　今年も生徒の直向きな姿に元気をもらった１年でした。生徒の可能性を少しでも伸ばす
ため、良い授業、適切な指導をすることが、私たちに求められていることだと思います。
今後も研修の機会を大事にし、指導力の向上に努めたいと思います。� 舟木　志保

　本校に赴任して１年が過ぎようとしている。日々の授業の中で「学びの意欲を喚起」で
きただろうかと自問するこの頃である。� 樋泉　　淳

　気がつけば、今年も『研修集録』発行の時期となりました。年々年月の過ぎるのが速く
感じられるのはなぜでしょうか。さて、今年度の研修部のスローガンは「校内研修は全員
参加で」でした。先生方の協力と賛同を得ることができたことが何よりの収穫です。来年
度も引き続き、校内一丸となった研修を企画運営できたらと思っています。
　最後になりましたが、本集録に寄稿・協力してくださった方々、そして、読んでくださ
った方々に心より感謝申し上げます。� 大関　由理

編　集　後　記

研修部員から
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